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	応用
	抗原情報
	背景
	プロテインキナーゼC関連キナーゼ（PRK）は、肝臓のPAKおよびPKNを含む脂質制御性プロテインキナーゼ（PKC）の一部です。ヒトPRK1とPRK2は構造的に類似した触媒ドメインを共有していますが、N末端調節領域の類似性は低く、異なる調節ドメイン機能を持つことが示唆されています。PRK1とPRK2、そしてこのファミリーの3番目のメンバーであるPRK3は、成体組織において異なる発現パターンを示します。さらに、セリン-スレオニンキナーゼPRK2は、アポトーシスにおいてカスパーゼ3（および／またはカスパーゼ3類似サブファミリーメンバー）によって特異的に切断されます。
	研究分野
	アポトーシス、PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	PC-12 (1)、Cos7 (2)、K562 (3)、Jurkat (4)、Hela (5)、A431 (6)、C6 (7)、NIH/3T3 (8)、HEK293 (9)細胞溶解物に対するPRK2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	PRK2 マウス mAb (青) とネガティブ コントロール (赤) を使用した NIH/3T3 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PRK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト前立腺組織の免疫組織化学分析。
	

	PRK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。

